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東みよし町「旧三加茂町」（以下：「旧三加茂町」

とする）は徳島県の西北部，吉野川中流域の南岸に

位置する。地形は山地，台地，渓谷盆地，平地の４

つに区分することができる。

集落は，吉野川の洪水のため，山麓部の渓谷盆地

や台地部分に発達し（図１），次第に平地の比較的

高い場所に広がった。平野部に市街地が形成された

のは，吉野川の築堤や上流部のダム建設により，洪

水被害がほとんどなくなった近代以降である（図

２）。

旧三加茂町の民家を対象とした建築史学的調査と

して，昭和５１年（１９７６）に徳島県教育委員会が行っ

た徳島県民家緊急調査がある。調査報告の「阿波の

民家」には４軒の民家が紹介されているが，旧三加

茂町の民家の概要を把握するには更なる調査が必要

としている。
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伝統的な形式を備える茅葺き民家を対象に，その

規模や間取・構法・外観等について，時代とともに

どのような変化を遂げてきたかを確認し，また県内

他地域の茅葺き民家と比較検討することにより，旧

三加茂町の茅葺き民家の特徴を明らかにすることを

調査の目的とした。

なお，当初は茅葺き屋根であったものの小屋組を

改造し，切妻や入母屋屋根に小屋下げしたものは，

外観での判断が困難なため，調査対象から除外した。
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町内全域を対象に，茅葺き民家の悉皆的調査を

行った。調査項目は以下の通りである。

・敷地：立地（平坦地・傾斜地），方位
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要旨：東みよし町「旧三加茂町」の茅葺き民家を対象に，悉皆的調査を行い，１９０軒を確認した。これらの民家

を分布図や一覧表に整理し，立地や間取り，規模，構法などにより比較検討した結果，平野部の民家と山間部

の民家で特徴が異なることが明らかになった。平野部の民家は，勝手の位置を除き，屋敷構えや間取り，下屋

の形式など吉野川中・下流域に立地する民家と共通点が多い。山間部の民家は，ほとんどが山村型の屋敷構え

を有し，中ネマ三間取，鍵座敷四間取など，剣山周辺の山村民家に固有の間取りが確認された。また，山間部

でも緩傾斜地に位置する集落では，平野型の屋敷構えや四方下の主屋，土蔵やうだつの納屋などを有する民家

が確認された。
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凡例

　　平野型屋敷構え＋主屋右勝手

　　平野型屋敷構え＋主屋左勝手

　　山村型屋敷構え＋主屋右勝手

　　山村型屋敷構え＋主屋左勝手

　　不明

・平面形式：間取り（聞き取り及び実測による），

勝手の位置，玄関構え

・規模：間口寸法×奥行寸法

・屋根：仕上げ，形状，下屋の形式

・外壁：形式（真壁・大壁），仕上げ材

・建築時期（聞き取りによる）
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図３に示す通り１９０軒の茅葺き民家を確認した。茅

葺き民家は町内全域に分布しているが，吉野川の氾

濫による洪水被害が多発していた平地部には少な

く，平地部の南側の山裾に形成された段丘部や，加

茂谷川，山口谷川，猪之谷川等の谷川沿いの渓谷盆

地に多く見られる。

１）利用状況

利用形態を見ると，住居として利用されているも

のは全体の半数以下の８７軒（４５．８％），納屋などに

転用されているものが２４軒（１２．６％），空家となっ

ているものが７９軒（４１．６％）である。なお，空家の

うち９軒は廃屋であり，アプローチ道や敷地が植物

で覆われ，建物に近づくことができなかったため，

詳細は不詳である。

調査民家のデータを表１に示す。

図１ 山間部遠景

図２ 平野部遠景
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図３ 茅葺き民家の分布図
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表１ 調査民家一覧表

S/N 所在地
屋根

下屋
外形寸法

勝手 玄関 間取 建築時期
主屋
方位

敷地
立地

利用
形態

屋敷
構え

備考
材料 形状 間口 奥行

１ 毛田 トタン 寄棟 三方 ４．５ 右 無 北西 傾斜地 空屋 山村型
２ 毛田 トタン 寄棟 四方 ５．５ ４．０ 右 無 四間取 西 傾斜地 居住 山村型
３ 毛田 トタン 寄棟 三方 ４．０ 右 無 傾斜地 空屋 山村型 周囲の増築により詳細は不明
４ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．０ ４．０ 右 無 北西 傾斜地 居住 山村型
５ 毛田 トタン 寄棟 四方 ５．５ ４．０ 右 無 三間取 大正期 北西 傾斜地 居住 山村型
６ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．５ 右 無 四間取 東北 傾斜地 居住 山村型 屋根のトタンは４０年ほど前，天井：ヤマト
７ 毛田 トタン 寄棟 四方 ５．５ 右 無 四間取 大正期 南 平坦地 居住 平野型
８ 毛田 トタン 寄棟 四方 ５．５ 左 無 四間取 東 平坦地 居住 平野型
９ 毛田 トタン 寄棟 四方 ６．５ ３．５ 右 無 北西 傾斜地 居住 山村型
１０ 毛田 トタン 寄棟 四方 ６．０ ４．０ 左 無 北東 傾斜地 空屋 山村型 外壁の一部にヒシャギ竹を使用
１１ 毛田 トタン 寄棟 ４．０ ３．５ 右 無 四間取 明治期 北東 傾斜地 納屋 山村型 明治期に付近の家を移築，丸太材を多用
１２ 中庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ 右 無 四間取 南西 傾斜地 納屋 平野型 敷地に余裕があり，傾斜地だが平野型の屋敷構え
１３ 中庄 トタン 寄棟 四方 ６．５ ３．５ 右 無 南 傾斜地 不明 平野型 茅葺きの納屋が南側に
１４ 中庄 トタン 寄棟 三方 ６．５ 左 無 南 傾斜地 居住 平野型
１５ 中庄 トタン 寄棟 四方 ７．５ 左 無 六間取 江戸後期 南 傾斜地 居住 平野型
１６ 中庄 トタン 寄棟 四方 ５．０ 右 無 二間取 北 傾斜地 空屋 その他
１７ 中庄 トタン 寄棟 四方 ６．５ 左 無 六間取 大正期 南 傾斜地 居住 平野型
１８ 中庄 トタン 寄棟 四方 ７．０ 左 無 南西 傾斜地 居住 平野型
１９ 中庄 トタン 寄棟 四方 ４．５ ３．０ 左 無 南 平坦地 空屋 平野型
２０ 中庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ 右 無 南 平坦地 空屋 平野型
２１ 中庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．０ 左 無 四間取 南 平坦地 居住 平野型
２２ 中庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ４．０ 右 無 南 平坦地 居住 平野型
２３ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．０ 左 無 四間取 南 平坦地 居住 平野型
２４ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．０ ４．０ 右 無 北東 傾斜地 居住 山村型
２５ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．０ ３．５ 左 無 中ネマ三間取 北東 傾斜地 空屋 山村型
２６ 中庄 トタン 寄棟 四方 ７．０ ３．５ 右 無 鍵座敷四間取 明治期 東 傾斜地 居住 山村型
２７ 中庄 トタン 寄棟 空屋 詳細不詳
２８ 中庄 トタン 寄棟 四方 ７．５ ３．５ 右 無 東 傾斜地 空屋 山村型
２９ 中庄 トタン 寄棟 四方 ６．５ 右 無 北西 傾斜地 空屋 山村型
３０ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．５ ４．０ 右 無 北 傾斜地 空屋 山村型 土蔵・離れ
３１ 毛田 トタン 寄棟 四方 ８．０ ３．０ 右 無 鍵座敷四間取 明治期 北東 傾斜地 居住 山村型 納屋・離れ
３２ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．５ ４．０ 左 無 南東 傾斜地 空屋 山村型 納屋
３３ 毛田 トタン 寄棟 ６．５ ３．５ 左 無 南東 傾斜地 空屋 山村型 納屋
３４ 毛田 トタン 寄棟 四方 ５．５ 左 無 四間取 明治期 南 傾斜地 居住 山村型
３５ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．０ ３．０ 左 無 南東 傾斜地 空屋 山村型 納屋・離れ
３６ 毛田 トタン 寄棟 四方 ６．５ ３．０ 左 無 南東 傾斜地 空屋 山村型 納屋
３７ 毛田 トタン 寄棟 空屋 詳細不詳
３８ 毛田 トタン 寄棟 四方 ６．５ ４．５ 左 無 四間取 明治期 南 傾斜地 居住 山村型 納屋・土蔵
３９ 毛田 スレート 寄棟 四方 ６．５ ４．０ 左 無 中ネマ三間取 明治期 南東 傾斜地 居住 山村型
４０ 毛田 トタン 寄棟 四方 ６．５ ５．５ 左 無 四間取 昭和２年 南 傾斜地 居住 山村型
４１ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．０ ４．０ 左 無 三間取 昭和２年 南 傾斜地 居住 山村型 南・東面出桁
４２ 毛田 トタン 寄棟 四方 ８．０ ４．５ 右 無 鍵座敷四間取 南東 傾斜地 空屋 山村型 前便所，納屋にうだつ
４３ 毛田 トタン 寄棟 四方 ４．５ ３．０ 左 無 南 傾斜地 空屋 山村型
４４ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．５ ４．５ 右 無 南 傾斜地 空屋 山村型
４５ 中庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ 右 無 四間取 昭和２４年 南 傾斜地 空屋 山村型
４６ 中庄 スレート 寄棟 四方 ６．５ ４．０ 右 無 四間取 南 傾斜地 居住 山村型
４７ 中庄 トタン 寄棟 四方 ７．０ ４．０ 左 無 南 傾斜地 空屋 山村型
４８ 中庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 左 無 鍵座敷四間取 昭和初期 東 傾斜地 居住 山村型
４９ 加茂 トタン 寄棟 四方 右 無 南 平坦地 空屋 平野型 門，納屋
５０ 加茂 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．５ 左 無 四間取 明治期 南 平坦地 居住 平野型
５１ 加茂 トタン 寄棟 四方 ６．０ ５．５ 左 無 南 平坦地 空屋 平野型 現在は納屋として使う。床高さは３０cmほど
５２ 加茂 トタン 寄棟 四方 ６．５ 左 無 南 平坦地 空屋 平野型 カマヤが北へ突出
５３ 加茂 トタン 寄棟 四方 ５．５ 右 無 明治期 南 平坦地 居住 平野型
５４ 加茂 トタン 寄棟 四方 ６．５ ４．０ 左 無 南 傾斜地 空屋 山村型
５５ 加茂 トタン 寄棟 四方５．７５ 左 無 四間取 昭和２１年 南 平坦地 空屋 平野型 洪水の害は無し
５６ 加茂 トタン 寄棟 四方 ６．５ ４．５ 右 無 南 平坦地 空屋 平野型
５７ 加茂 トタン 寄棟 四方 ６．０ 左 無 四間取 南 平坦地 空屋 平野型
５８ 加茂 トタン 寄棟 四方 右 無 南 平坦地 空屋 平野型 改造多い
５９ 加茂 トタン 寄棟 四方 ６．０ 右 無 南 平坦地 居住 平野型
６０ 加茂 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 右 無 四間取 南 平坦地 空屋 平野型 土置き天井
６１ 加茂 トタン 寄棟 － 無 南 傾斜地 空屋 山村型
６２ 加茂 スレート 寄棟 四方 ７．０ 右 無 南西 傾斜地 居住 平野型
６３ 西庄 トタン 寄棟 四方 ７．５ － 右 無 東 傾斜地 空屋 山村型
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S/N 所在地
屋根

下屋
外形寸法

勝手 玄関 間取 建築時期
主屋
方位

敷地
立地

利用
形態

屋敷
構え

備考
材料 形状 間口 奥行

６４ 西庄 トタン 寄棟 四方 ７．５ ４．５ 左 無 鍵座敷四間取 明治期 東 傾斜地 居住 山村型 インキョ，納屋
６５ 西庄 トタン 寄棟 四方 ７．０ － 左 無 東 傾斜地 空屋 山村型 納屋は大壁
６６ 西庄 トタン 寄棟 右 無 東 傾斜地 空屋 山村型
６７ 西庄 トタン 寄棟 三方６．２５３．０ 右 無 北 傾斜地 空屋 山村型
６８ 西庄 トタン 寄棟 二方 ４．５ ２．０ 左 無 東 傾斜地 空屋 山村型
６９ 中庄 トタン 寄棟 四方 右 無 南西 傾斜地 空屋 山村型
７０ 中庄 トタン 寄棟 四方 ３．５ ２．０ 右 無 横二間取 明治４５年 南 傾斜地 居住 山村型 煙草の乾燥小屋として利用，H１０にトタンを巻いた
７１ 中庄 トタン 寄棟 南 傾斜地 空屋 山村型 詳細不詳
７２ 中庄 トタン 寄棟 四方 ７．０ 左 無 南 傾斜地 居住 山村型
７３ 中庄 トタン 寄棟 四方 ６．５ ４．０ 左 無 東 傾斜地 空屋 山村型
７４ 中庄 トタン 寄棟 四方 ６．５ ４．０ 右 無 鍵座敷四間取 明治２０年 東 傾斜地 居住 山村型 茅は下ろしている，オトシコミ構法，杉皮でオブタ
７５ 中庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．０ 右 無 鍵座敷四間取 昭和初期 南東 傾斜地 居住 山村型
７６ 中庄 トタン 寄棟 四方 ７．５ ４．０ 右 無 北東 傾斜地 空屋 山村型
７７ 中庄 トタン 寄棟 空屋 山村型 詳細不詳
７８ 中庄 トタン 寄棟 四方 ７．５ ４．０ 右 無 南西 傾斜地 空屋 山村型
７９ 中庄 トタン 寄棟 四方６．２５ 右 無 南西 傾斜地 空屋 山村型
８０ 中庄 トタン 寄棟 四方 東 傾斜地 空屋 山村型 詳細不詳
８１ 中庄 トタン 寄棟 無し 南東 傾斜地 空屋 山村型 詳細不詳
８２ 中庄 トタン 寄棟 四方 ７．５ ４．５ 右 無 東 傾斜地 居住 山村型
８３ 中庄 トタン 寄棟 四方 ７．０３．７５ 右 無 北東 傾斜地 空屋 山村型
８４ 中庄 トタン 寄棟 なし ５．５ ３．５ 右 無 北 傾斜地 空屋 山村型
８５ 中庄 トタン 寄棟 四方 左 無 西 傾斜地 居住 山村型
８６ 毛田 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 右 無 南 傾斜地 空屋 山村型
８７ 毛田 トタン 寄棟 四方 ５．５ ４．０ 右 無 四間取 大正７年 南 傾斜地 空屋 山村型 土置き天井
８８ 毛田 トタン 寄棟 なし 右 無 南 傾斜地 居住 山村型
８９ 毛田 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 右 無 西 傾斜地 居住 山村型
９０ 毛田 トタン 寄棟 四方６．７５３．５ 左 無 南 傾斜地 空屋 山村型
９１ 毛田 トタン 寄棟 四方５．７５ 右 無 昭和初期 西 傾斜地 居住 山村型
９２ 毛田 スレート 寄棟 四方 ６．５ ３．５ 右 無 四間取 大正１０年 西 傾斜地 居住 山村型 大麦で葺く
９３ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．０ 左 無 東 傾斜地 居住 山村型 カマヤが突出
９４ 毛田 トタン 寄棟 四方 － 傾斜地 空屋 山村型 詳細不詳
９５ 毛田 トタン 寄棟 四方 ６．０ ４．０ 左 無 南 傾斜地 居住 山村型
９６ 毛田 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 左 無 南 傾斜地 空屋 山村型
９７ 毛田 トタン 寄棟 四方 ６．０３．２５ 左 無 南西 傾斜地 空屋 山村型
９８ 毛田 トタン 寄棟 四方 ６．５ ４．５ 左 無 東 傾斜地 居住 山村型
９９ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．０ ４．０ 左 無 南東 傾斜地 空屋 山村型
１００ 毛田 トタン 寄棟 四方６．２５３．５ 左 無 四間取 南東 傾斜地 空屋 山村型
１０１ 毛田 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．５ 左 無 南東 傾斜地 居住 山村型
１０２ 毛田 トタン 寄棟 四方 ６．０４．２５ 左 無 南西 傾斜地 空屋 山村型
１０３ 毛田 トタン 寄棟 三方 ４．０ ３．５ － 無 北 傾斜地 空屋 山村型
１０４ 毛田 トタン 寄棟 四方 ７．０ ４．０ 左 無 四間取 江戸後期 南 傾斜地 居住 山村型 元々葺き下ろし，４０年前にトタン，柱はちょうなはつり
１０５ 毛田 トタン 寄棟 東 傾斜地 空屋 山村型 詳細不詳，納屋も茅葺き
１０６ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 右 無 四間取 江戸後期 南 平坦地 倉庫 平野型
１０７ 西庄 トタン 寄棟 四方 ４．０ ２．０ 左 無 二間取 南 平坦地 倉庫 平野型
１０８ 加茂 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．５ 右 無 四間取 江戸後期 南 平坦地 空家 平野型
１０９ 加茂 トタン 寄棟 四方 ５．０ ３．０ 左 無 南 平坦地 空家 平野型
１１０ 加茂 トタン 寄棟 四方 ３．５ ３．０ 左 無 東 傾斜地 空家 平野型
１１１ 加茂 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 右 無 南 平坦地 居住 平野型
１１２ 加茂 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 左 無 南西 平坦地 倉庫 平野型
１１３ 加茂 瓦 寄棟 四方 ３．５ ２．５ 右 無 南東 平坦地 居住 平野型 昭和５年移築
１１４ 加茂 トタン 寄棟 四方 ４．０ ３．０ 右 無 明治末期 南西 平坦地 空家 平野型
１１５ 加茂 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 右 無 南西 平坦地 空家 平野型
１１６ 加茂 瓦 寄棟 四方 ７．０ ４．５ 左 無 江戸後期 南 平坦地 居住 平野型
１１７ 加茂 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 右 無 南西 傾斜地 居住 平野型
１１８ 加茂 トタン 寄棟 四方 ３．５ ３．５ 左 無 江戸後期 南東 傾斜地 居住 平野型
１１９ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．０ 左 無 南東 傾斜地 空家 山村型
１２０ 西庄 トタン 寄棟 四方 ４．５ ３．０ 左 無 南東 傾斜地 空家 山村型
１２１ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．５ ４．０ 左 無 東 傾斜地 空家 山村型
１２２ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．０ ３．５ 左 無 東 傾斜地 空家 山村型
１２３ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 左 無 四間取 大正初期 南東 傾斜地 居住 山村型
１２４ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．５ 左 無 南東 傾斜地 居住 山村型
１２５ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．５ ３．５ 右 無 南東 傾斜地 居住 山村型
１２６ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．５ 左 無 四間取 昭和５年 南 傾斜地 居住 山村型
１２７ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．０ 左 無 大正初期 南 傾斜地 空家 山村型
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１２８ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．０ 左 無 南東 傾斜地 空家 山村型
１２９ 西庄 角波 寄棟 四方 ５．５ ４．０ 左 無 四間取 明治初期 東 傾斜地 居住 山村型 しころ葺き
１３０ 西庄 トタン 寄棟 四方５．７５３．５ 左 無 四間取 大正末期 南東 傾斜地 居住 山村型
１３１ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ４．０ 左 無 四間取 昭和初期 南東 傾斜地 居住 山村型
１３２ 西庄 瓦 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 左 無 四間取 戦後 東 傾斜地 居住 山村型
１３３ 西庄 トタン 寄棟 四方 ４．５ ３．０ 右 無 東 傾斜地 空家 山村型
１３４ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．０ 右 無 東 傾斜地 空家 山村型
１３５ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ４．０ 左 無 四間取 東 傾斜地 居住 山村型
１３６ 西庄 トタン 寄棟 空家 山村型 詳細不詳
１３７ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 左 無 東 傾斜地 居住 山村型
１３８ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．０ ３．５ 左 無 南東 傾斜地 空家 山村型
１３９ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 右 無 北 傾斜地 居住 山村型
１４０ 西庄 トタン 寄棟 無し ５．５ ３．５ 左 無 東 傾斜地 空屋 山村型
１４１ 西庄 トタン 寄棟 無し － － － － 空屋 山村型
１４２ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．５ 右 無 東 傾斜地 空屋 山村型
１４３ 西庄 トタン 寄棟 無し ６．０ ３．５ 右 無 東 傾斜地 空屋 山村型
１４４ 西庄 トタン 寄棟 無し ６．０ ３．５ 右 無 北 傾斜地 空屋 山村型
１４５ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．０ ３．５ 左 無 四間取 明治期 東 傾斜地 居住 山村型
１４６ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 左 無 西 傾斜地 居住 山村型
１４７ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．０ ３．５ 右 無 大正期 西 傾斜地 空屋 山村型
１４８ 西庄 トタン 寄棟 四方 ７．０ ４．０ 左 鍵座敷四間取 江戸後期 東 傾斜地 居住 山村型 昭和５年頃に購入
１４９ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ４．０ 右 無 北 居住 山村型 昭和４８年頃にトタンを巻く
１５０ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 右 西 傾斜地 空屋 山村型
１５１ 西庄 トタン 寄棟 無し ６．５ ４．０ 右 無 西 傾斜地 居住 山村型
１５２ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．５ 左 無 北 傾斜地 空屋 山村型
１５３ 西庄 寄棟 無し ５．０ ４．０ 右 無 四間取 昭和７年 北 傾斜地 居住 山村型
１５４ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ３．０ 右 無 北 傾斜地 居住 山村型
１５５ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．５ 右 無 四間取 北 傾斜地 居住 山村型
１５６ 西庄 トタン 寄棟 無し ５．５ ３．５ 右 無 北 傾斜地 居住 山村型
１５７ 西庄 トタン 寄棟 無し ５．０ ３．５ 右 無 大正期 西 傾斜地 居住 山村型
１５８ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．５ ４．０ 右 無 北 傾斜地 居住 山村型
１５９ 西庄 トタン 寄棟 一方 ５．５ ３．５ 右 無 二間取 東 傾斜地 空屋 山村型
１６０ 西庄 トタン 寄棟 四方 ３．０ ２．５ 左 無 四間取 大正期 南 傾斜地 居住 山村型 二間取の改造と考えられる
１６１ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ４．０ 右 無 四間取 明治２５年頃 東 傾斜地 居住 山村型
１６２ 西庄 トタン 寄棟 三方 ５．５ ３．５ 右 無 四間取 東 傾斜地 居住 山村型
１６３ 西庄 茅 寄棟 四方 ５．５ ４．０ 左 無 四間取 明治２５年頃 東 傾斜地 居住 山村型
１６４ 西庄 トタン 寄棟 無し ５．０ ３．５ 左 無 四間取 昭和２０年頃 東 傾斜地 空屋 山村型
１６５ 西庄 トタン 寄棟 一方 ６．０ ３．５ 左 無 四間取 北東 傾斜地 空屋 山村型 下屋は増築，当初は葺きおろし。玄関も後補
１６６ 西庄 トタン 寄棟 四方 ３．５ ２．５ 左 無 三間取 明治期 北 傾斜地 居住 山村型
１６７ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．５ ４．０ 右 無 明治期 北西 傾斜地 空屋 山村型
１６８ 西庄 トタン 寄棟 二方 ５．５ ３．０ 左 無 中ネマ三間取 昭和初期 北西 傾斜地 居住 山村型
１６９ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ４．０ 右 無 四間取 北西 傾斜地 空屋 山村型
１７０ 西庄 トタン 寄棟 二方 ６．５ ３．５ 右 無 北 傾斜地 空屋 山村型
１７１ 西庄 トタン 寄棟 四方 ４．５ ３．５ 左 無 食い違い四間取 大正期 北東 傾斜地 居住 山村型
１７２ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ４．５ 左 無 四間取 北 傾斜地 空屋 山村型
１７３ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．０ ３．５ 左 無 四間取 明治期 北西 傾斜地 居住 山村型 裏面の仕上げは土壁にヒシャギ竹
１７４ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ４．５ 右 無 北東 傾斜地 空屋 山村型
１７５ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．０ ４．０ 右 無 四間取 明治期 西 傾斜地 居住 山村型 ヤマト天井，芋ツボ，側面にヒシャギ竹
１７６ 西庄 トタン 寄棟 四方 ７．０ ３．５ 右 無 四間取 昭和１９年 西 平坦地 空屋 平屋型 たばこを作っていた
１７７ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．５ 右 無 四間取 明治頃 南 平坦地 居住 平屋型
１７８ 西庄 トタン 寄棟 四方 ４．０ ３．０ 右 無 横二間取 西 平坦地 空屋 平屋型
１７９ 西庄 トタン 寄棟 四方 ４．５ ３．０ 左 無 横二間取 東 平坦地 空屋 平屋型
１８０ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．５ 右 無 四間取 享保３年 北西 平坦地 居住 平屋型
１８１ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．０ ３．０ 左 無 横二間取 北西 平坦地 空屋 平屋型
１８２ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．５ ４．０ 左 無 四間取 明治期 北 平坦地 居住 平屋型
１８３ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．０ 右 無 明治頃 西 傾斜型 居住 山村型 トタンは４０年前くらいに葺いた
１８４ 西庄 トタン 寄棟 四方 ４．０ ３．０ 右 無 平坦地 空屋 山村型 納屋はタバコの乾燥小屋として使われていた
１８５ 西庄 瓦 寄棟 四方 ６．０ ４．０ 右 無 四間取 明治初期 南西 平坦地 居住 平屋型 納屋を移築した
１８６ 西庄 トタン 寄棟 無し ３．５ ２．５ 無 北東 平坦地 居住 山村型 詳細不詳
１８７ 西庄 トタン 寄棟 四方 ４．５ ３．０ 右 無 明治期 南 傾斜地 空家 山村型 ヒアリングによると，新発地で一番古いらしい
１８８ 西庄 トタン 寄棟 四方 ５．０ ３．５ 左 無 元が四間取 明治期 北西 傾斜地 空家 山村型 トタンを巻いて４０年
１８９ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ３．５ 右 無 北東 傾斜地 空家 山村型 納屋も茅葺き
１９０ 西庄 トタン 寄棟 四方 ６．０ ４．０ 右 無 五間取 明治期 北 傾斜地 居住 山村型 当初からオブタつき。昭和５５年にトタンを巻く
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２）屋敷構え

前述の通り，茅葺き民家は平野部や段丘部，吉野

川の支流沿いの渓谷盆地に多く分布している。平野

部や段丘部の比較的平坦な場所に位置する茅葺き民

家の敷地は，地形による制約が少ないため，比較的

広く整形であるものが多い。主屋は敷地の北側に配

置され，納屋などの付属屋は主屋の勝手側に設けら

れる（図４）。なお，土蔵が設けられる場合は主屋

の勝手とは関係なく，乾（北西）方向に設けられる

ことが多い。このような平野型の屋敷構えは，県内

の平野部に共通して見られるものである。今回の調

査では，３８軒の平野型屋敷構えが確認された。

渓谷盆地に立地する民家の敷地は，傾斜地に位置

するため，斜面を切り盛りし，谷川に石垣を築き等

高線に沿って造成している。そのため，主屋や付属

屋などの建物は等高線に沿って一列に配置されてい

る（図５）。このような山村型の屋敷構えは，県内

の山間部に共通して見られるものである。今回の調

査では，１２９軒の山村型屋敷構えが確認された。

なお，渓谷盆地でも，泉野集落などの比較的緩や

かな傾斜地では，石積みなどにより奥行きのある整

形敷地を造成し，平野型の屋敷構えとしているもの

が見られた。

３）建設時期

聞き取りなどにより主屋の建築時期が明らかに

なったのは６０軒である（表３）。時代別に見ると，明

治時代が最も多く，次いで，大正，昭和（戦前），

江戸，昭和（戦後）の順になっている。

年代が明らかになった民家の中で，最も古いもの

が享保３年（１７１８），最も新しいものは昭和２４年

（１９４９）の建築である。

４）主屋の規模（間口）
けん

主屋の規模を間口寸法で見ると，５～７間が最も

多く，全体の６割以上を占める。この傾向は，平野

型と山村型の屋敷構えに共通する。間口が４間以下

の小規模民家や８間以上の大規模民家はきわめて少

ない（図６）。

５）主屋の方位

主屋の方位は，平野型と山村型で大きく異なる

図５ 山村型の屋敷構え 図６ 主屋の規模（間口寸法）

図４ 平野型の屋敷構え

平野型
屋敷構え

山村型
屋敷構え

合計

江戸時代（～１８６８） ５ ２ ７

明治時代（１８６８～１９１２） ６ ２１ ２７

大正時代（１９１２～１９２５） ２ １０ １２

昭和（戦前）（１９２５～１９４５） １ ９ １０

昭和（戦後）（１９４５～） １ ３ ４

合計 １５ ４５ ６０

表３ 主屋の建築時期

阿波学会紀要 第５９号（pp.８９―１００）２０１３.７

��



（図７）。平野型の屋敷構えを有する民家では，ほと

んどが南面して主屋が建てられている。南面してい

ない民家も，南西か南東，東向きに建てられている。

一方，山村型の屋敷構えの民家では，東向きと南

向きが多いが，西向きや北向きなど様々な方向を向

いている。これは，地形の制約から敷地は谷に向かっ

て造成されるため，主屋も谷に向かって配置される

ことによるものと考えられる。

図７ 主屋の方位

６）間取り

間取りが明らかになったのは７４軒である（表４）。

四間取（図８）が最も多く，全体の６６％を占める。

屋敷構えが平野型の場合，８割近くが四間取で，

残る４軒も横二間取（図９），六間取と整形型の間

取となっている。整形の四間取や六間取は，吉野川

中・下流域の平野部に多く見られる形式の間取りで

ある。

山村型屋敷構えの民家でも，四間取が６割強と最

も多い。建築時期は，江戸時代から昭和（戦後）ま

で，あらゆる時代に建てられている。平野型屋敷構

えの民家と大きく異なるのは，四間取以外の様々な

間取りが確認された点である。中ネマ三間取（図１０）

は，剣山周辺や吉野川中・上流の山間部に古くから

見られる間取りであるが，今回の調査では３軒見ら

れた。そのうちの２軒は明治時代と昭和初期の建築
かぎ ざ しき

と確認ができた。鍵座敷四間取（図１１）は，接客座

敷であるオモテの間が上手奥に配置され，３室の座
かね お

敷が矩折れに並ぶ間取りである。中ネマ三間取の発

展形と考えられ，主として横二間取や中ネマ三間取

が見られる剣山周辺の山間部に分布する形式で，本

調査では９軒を確認した。その中で建築時期が確認 図１０ 中ネマ三間取

図９ 横二間取

図８ 四間取

平野型
屋敷構え

山村型
屋敷構え

合計

横二間取 ４ ３ ７

三間取 ３ ３

中ネマ三間取 ３ ３

四間取 １６ ３３ ４９

鍵座敷四間取 ９ ９

五間取 １ １

六間取 ２ ２

合計 ２２ ５２ ７４

表４ 主屋の間取り
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されたのは７軒あり，明治時代が４軒，江戸後期と

大正時代，昭和初期がそれぞれ１軒であった。四間

取，中ネマ三間取，鍵座敷四間取以外では，横二間

取が３軒，三間取が３軒，五間取が１軒確認できた。

７）勝手

勝手とはドマに通じる出入口を指すが，これが正

面から見て左側にあるものを左勝手（図１２），右側

にあるものを右勝手（図１３）と呼ぶ。今回の調査で

は，平野型の民家，山村型の民家ともほぼ同数で

あった（図１４）。

吉野川に近い平地部では左勝手が多く見られた。

これは，洪水被害の多かった吉野川中下流域の平野

部の民家に共通する特徴である。南面する主屋の西

側，つまり上流側の妻面に壁を設け（大壁としてい

るものが多い），洪水による建物への被害を少なく

するためと考えられる。

なお，今回の調査では，庄屋屋敷等に見られる接

客のために設けられた「玄関構え」を備える民家は

確認できなかった。

８）屋根

上屋屋根はいずれも寄棟であった。茅葺きのまま

のものはなく，トタンや新しいものはスレート瓦で

覆われている。聞き取りによると，屋根をトタンで

覆うようになったのは，昭和３０年代以降である。当
わら

初の屋根材は，平野部ではコバクガラや稲藁を，山

間部では山茅を用いていた。

外周部に下屋を設けたものが多く，茅葺き屋根を

軒先まで伸ばす「葺き降ろし」形式の民家は山間部

で１２軒（９．３％）であった（図１５・１６）。平野型民家

では，１軒を除き全てが四方に瓦葺きの下屋を設け
し ほう げ

る「四方下」である（図１７）。また，山村型民家で

も８割近くが四方に下屋を設けている。

９）外壁・外部建具

外壁は真壁の荒壁仕上げが最も多く，荒壁の上に
しっくい

漆喰を塗っているものも見られた。また，平側を真

壁として，妻側を大壁とするものもあった。山間部
い や

では，大壁の荒壁に，祖谷地方周辺でよく見られる

ヒシャギ竹を貼っているものがあった（図１８）。

図１４ 主屋の勝手

図１１ 鍵座敷四間取

図１２ 左勝手の民家

図１３ 右勝手の民家
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外部建具は，後の改造によりアルミサッシになっ

ているものがほとんどであるが，一部の民家では，

創建時の形式である障子に板戸も見られた。

１０）その他

軸部は大黒柱をドマと座敷の境に配されるものが

多い。大黒柱がある家では，高さ６寸から１尺ほど

の差鴨居が大黒柱のあるナカノマの四周に設けられ

ているものが多く見られた。

「ヤマト天井」と呼ばれる，竹を並べて編みつけ，

その上に麦藁を敷き泥土を置く形式の天井の民家も

多く見られた。大黒柱と差鴨居を持つ軸組や，ヤマ

ト天井は，吉野川中流域の民家によく見られる特徴

の一つである。

１１）付属屋

調査民家に共通して見られた付属屋として納屋が
たばこ

あるが，山間部では煙草乾燥小屋（図１９）や切妻の

茅葺き屋根の納屋（図２０）など，特徴的な付属屋が

確認された。

剣山周辺の山間部では，敷地に余裕がないことも

あり，土蔵を設ける民家は少ないが，南東部にある

大藤集落では，比較的余裕のある敷地に瓦葺き漆喰

仕上げの土蔵を設ける民家が見られた（図２１）。ま

た，この地域では，屋根は出桁に瓦葺き，外壁は真

壁漆喰仕上げで，袖にうだつを上げている町屋のよ

図１８ ヒシャギ竹の外壁

図１９ 煙草乾燥小屋

図１５ 下屋の形状

図１６ 葺き降ろし屋根

図１７ 四方下の屋根

東みよし町「旧三加茂町」の民家／民家班

��



うな納屋が見られた（図２２）。大藤集落は，うだつ

の商家が建ち並ぶ半田の町と半田川でつながってお

り，これらの土蔵やうだつを有する納屋は，葉たば

この流通を通じて，半田の町屋の影響を受けたもの

と考えることができよう。

�������	
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すでに述べたように，旧三加茂町の茅葺き民家は，

吉野川沿いの平地部や台地部の平坦地に立地するも

のと，山間部の渓谷盆地に立地するもので，屋敷構

えや形式が大きく異なる。

前者は，平野型の屋敷構えで主屋は主として南向

きに建てられ，間取りはほとんどが四間取である。

下屋の形式も「四方下」であるなど，吉野川中・下

流域の民家と共通点が多い。これらの地域では，左

勝手が多いのも特徴の一つであるが，今回の調査で

は，左勝手と右勝手が同数であった。左勝手は洪水

被害の多かった平野の低地部に特に多く見られる

が，旧三加茂町の場合は，洪水の多かった吉野川周

辺部には茅葺き民家が余り立地していないことが，

左勝手が比較的少ないことの要因のひとつとして考

えられる。

構造形式として，大黒柱と差鴨居を用いるものが

多かったが，周辺の美馬市や三好市三野町でも，こ

れまでの調査で同様の傾向が見られた。吉野川中流

域の架構の特徴の一つと言えよう。また，「阿波の

民家」では，この地区の特徴の一つとして，上屋と

下屋からなる下屋造りの構造形式を用いる民家が多

いとしているが，今回の調査では，軸組や小屋組の

詳細を調査することができなかったため，その点は

明らかにできなかった。今後の課題としたい。

山間部に位置する民家は，ほとんどが山村型の屋

敷構えで，主屋は谷に向かって建てられている。し

かし，緩やかな傾斜地に位置する集落では，平野型

の屋敷構えの民家が見られた。他の山村部には見ら

れない，旧三加茂町民家の特徴の一つである。

間取りは四間取が多数を占めるが，中ネマ三間取

や横二間取の間取り，中ネマ三間取の発展系と考え

られている鍵座敷四間取が確認された。「阿波の民

家」では，これらの間取りは，旧三加茂町山間部を

含む剣山地西部北斜面の山間地や吉野川の北岸の山

間部の民家に特徴的としている。「阿波の民家」が

主として１９世紀以前の民家を対象に特徴を示してい

ること，また，旧三加茂町では十分な調査データが

得られていないことから，中ネマ三間取や横二間取，

鍵座敷四間取が支配的な間取り形式であったかどう

図２１ 土蔵

図２２ 納屋のうだつ

図２０ 茅葺き屋根の納屋
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か，判断することは困難である。しかし，これらの

間取りが昭和期に入っても採用されていたことか

ら，伝統的な間取りの形式として継承されてきたと

考えることができよう。

構造形式としては，平野部同様，大黒柱と差鴨居

を用いるものが多かった。比較的新しい構造形式と

されているが，中ネマ三間取や横二間取が多い祖谷

地方ではほとんど見られないものである。また，剣

山地西部，北斜面の山間地の民家は，下屋造りが多

いとされているが，平野部同様，軸組や小屋組の詳

細を調査することができなかったため，その点は明

らかにできなかった。

山間部の民家の下屋については，９割近くの民家

で確認されたが，トタン葺きが多く，瓦を葺いてい

るものは少ない。聞き取りや外観から，後の改造に

より下屋を設けたものも確認されている。これらの

ことから，「阿波の民家」でも指摘している通り，「四

方下」形式の瓦葺きの下屋の発達は遅く，比較的新

しい形式と考えることができる。

山間部で見られた土蔵やうだつを上げる納屋は，

つるぎ町「旧貞光町」の山間部でも確認されている。

旧貞光町にも，うだつの町屋が中心部の町並みを形

成しており，その影響を受けたものと考えられる。

県西部の山村民家の特徴の一つにあげられるととも

に，山間部の民家が独自に変化しているのではなく，

平野部など，他の地域の影響を受けながら変化を遂

げていることの証の一つと考えられよう。

屋根の茅葺きについては，今回の調査で年代が確

認された民家の中で最も新しいものが昭和２４年であ

ること，聞き取りにより昭和３０年代から，茅葺きの

上にトタンを覆うようになったことから，昭和４０年

代から「屋根に茅を葺く」という営みは行われなく

なったものと考えられる。その要因として，杉の植

林による茅場の消失と，トタンなどの工業製品の普

及を上げることができる。

������

茅葺き民家をはじめとする，伝統的な建造物は

年々減少の一途をたどっているなか，旧三加茂町で

１９０軒が現存しているのは，大変貴重なことである。

しかし，その４割余りは空家であり，中には廃屋と

なっているものもかなりある。住居として利用され

ているものも，住まい手の高齢化は進み，「この家

も私の代まで」という声もたくさんあった。今後も

この傾向は続くものと思われるが，先人たちの残し

た貴重な生活文化や伝統，住まいづくりの技術など

を，次の世代へと継承していく手立てが必要と思わ

れる。

最後になりましたが，本調査に快くご協力いただ

いた住民の皆様をはじめ関係者の皆様に深く感謝申

し上げます。
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